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1 kxk≦ のとき   xkxx  11  

 

領域 nD を図示すると、右図のように 1n 個の三角形になり、 

各辺の平行性から、これらの三角形は互いに相似である。 
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 と、 )0( nkkx ≦≦ との交点を kP とし、 )0()1,( nkkQk ≦≦ とする。 
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 と、 )0(1 nkxkx ≦≦ との交点を kR とする。 
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 であるから、△ 000 RQP と△ kkk RQP の相似比は、 k

n 12

2
1


 である。 

xx
n




1
12

2
とすると 1

12

32





x

n

n
 

32

12






n

n
x  △ 000 RQP の面積は 

)32(2

12

32

12
1

2

1











n

n

n

n
 

△ kkk RQP の面積 kS は 
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求める面積は 
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